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像（図1. 正面位，図2. 右前斜位），SPECT（図
３. 気管分岐部レベル，図4. 三尖弁レベル），
胸部CT肺野条件（図5. 気管分岐部レベル，
図6. 三尖弁レベル）を示す。もっとも考え
られる疾患はどれか。１つ選べ。

a．�肝肺症候群
b．�慢性閉塞性肺疾患（COPD）
c．�慢性肺動脈血栓塞栓症（CTEPH）
d．�通常型特発性間質性肺炎（UIP）
e．�特発性肺動脈性肺高血圧症（PAH）

  解答：b
まず図５のCT肺野条件で高度の肺気腫がある。

一方，図６のCTでは肺底部に蜂巣肺はなく，こ
の時点でUIPは除外される。図１−４のシンチグ
ラフィでは区域・亜区域に無関係な血流低下があ
り，特に肺尖部では血流低下が強い。

第16回核医学専門医試験問題
問題34  �画像に示す全身像について正しいのはど

れか。１つ選べ。
a．�使用照射性医薬品は123I-IMPである。
b．�この画像より左右シャント率の算出ができる。
c．�脳血流の算出に利用する。
d．�静注後６時間で撮像する。
e．�急速静注が適する。

 解答：b
肺に強い集積があることから，肺血流シンチグ

ラフィであることが推察される。他に，脳と腎臓
の描出があり，右左シャントが存在する。

《肺・呼吸器核医学　最新のトピックス》
核医学の撮影装置も日々進歩しており，肺・呼

吸器核医学領域ではSPECT像の撮像および，
SPECT/CTの登場により診断能や飛躍的に向上
した。一方で，MDCTの進歩もめざましく，現
在では急性肺血栓塞栓症の第一選択はMDCTと
される。しかしながら，造影剤アレルギー患者や
腎機能低下患者などヨード造影剤禁忌症例には肺
換気・血流シンチグラフィが良いで既往であるこ
とと，経過観察・治療効果判定では繰り返し検査
を行う場合があり，より低被曝である肺換気・血
流シンチグラフィは現在も重用されている。
核医学領域からは離れるが，CT領域ではdual 

energy CTによるperfusion CTも開発されている。
しかしCTではヨード造影剤使用が必要となるた
め，やはり禁忌症例が存在し，肺換気・血流シン
チグラフィが有用な症例は必ず存在する。
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《１．はじめに》
私は福島第一原発の事故に際して，低線量放射

線の人体への影響の関することや原子力エネル
ギーと環境との問題について強い関心をもってき
ました。今回，杉山氏が上記の本を書かれました
ので読者の皆様に読んで頂きたいと書評を発表し
ました。諸先生のご批判をお願いします。

《２．杉山氏の紹介》
まず，著者の紹介を致します。杉山氏は東京大

学理学部物理学科を卒業され，東大大学院物理工
学科修士課程を修了されておられます。その後の
職歴は電力中央研究所，国際応用システム解析研
究所などを経て，現在はキャノングローバル戦略
研究所の研究主幹をしておられます。
また，IPCC（気候変動に関する政府間パネル），

産業構造審議会，省エネルギー基準部会，NEDO
技術委員などを務めています。

《３．本書の内容》
本書は４章から成っております。第１章「経済・

環境・人権・安全保障－問題だらけの太陽光発電」，
第２章「ウクライナ侵攻が予言する「脱炭素」の
未来」，第３章「プロパガンダにダマされるな! 
日本人が知っておくべきファクトフルネス」，第
４章「これからは脱・脱炭素だ」です。
第１章では太陽光発電の問題をあらゆる点から

述べています。とくに太陽光発電が高価で，天候
に左右され不安定であることに注意する必要があ
ります。第２章ではプーチンロシア大統領の暴走
と脱炭素との関連に注目しました。第３章では杉
山氏の主張である地球温暖化の嘘について詳しく
説明しています。第４章では原子力発電と石炭火
力発電に活路を見いだすべきだと主張しておりま
す。これらの発電に関しては中国が熱心に取り組
んでいるようです。
とにかく，2025年の東京都の新築住宅における

太陽光パネルの義務化条例を撤廃させようとして
おります。

《４．私の印象》
杉山氏の主張には少し極端なところがあるよう

に思います。菅政権の2050年CO2ゼロ宣言真っ向
から反対されていますし，今回の東京都の条例に
対する意見も同様です。しかし，杉山氏の主張に
はデータの裏付けがあり無視できない点もありま
す。彼のような人は貴重な存在であると思われま
す。
とくに，気候変動に対する世界的な流れがある

現代においてです。
本書の主張は（１）再生可能エネルギー（太陽光

と風力）は高価であり，不安定であるため，安定
を絶対に必要とする電力供給には適さないこと，
（２）原子力発電や新しい技術を備えた石炭火力発
電をベース電源として利用すること，（３）石炭火
力発電所の活用により，発展途上国の経済事情を
助けることに集約されます，私もこれらの主張に
は賛成です。
是非，本書を読み，諸先生のご批判を頂きたい

と思います。

｢亡国のエコ―今すぐやめよう太陽光パネル｣　
� 杉山大志（すぎやま　たいし）著
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８月末にPETサマーセミナーが千葉県成田市で開催された。この雑誌の多くの読者も
参加されたことと思う。核医学全体が斜陽産業に傾きつつある中で，PETに関してはま
だ明るい兆候が見えていて，一つは認知症のイメージング。先日治療薬のレカネマブが国
内でも認可されることが決定して，アミロイドイメージングによる認知症の診断が必須に
なることから，保険診療になることは確実である。PETセミナーでもトピックスの一つ
として盛り上がっていた。一方，悪性腫瘍のRI治療についても期待がかかる。前立腺癌
に対するtheranosticsは海外ではすでに盛んに行われているが残念ながら日本では遅れを
とっている。国内ではＦ標識のPSMAが開発され，前立腺癌の診断においても大きな貢
献がありそうで，是非保険診療につなげてもらいたい。
会期中に会場から20ｋｍほど離れた水郷の街佐原を訪れた。倉敷市の美観地区に似た江戸

時代の建築物が運河沿いに立ち並ぶ美しい街並みが見られた。その一角に伊能忠敬が暮ら
した家が一般公開されている。近くに彼の生い立ちや日本地図の作成に関する記念館があ
り，観覧してきた。そこで驚いたのは彼が地図を作成し始めたのは50歳を超えてからだと
いう。それまでは商人として成功して富を蓄え，恐らく余生も保証されていたことだろう。
しかし，50歳になって江戸に渡り，天文学から測量する技術を学び，それを地図の製作に
生かしたという。政府から地図製作の依頼はされたものの経済的援助は少なく，彼が蓄え
て得た富を70歳すぎるまで地図作成の旅につぎ込んだそうである。当時の50歳は恐らく定
年退職の年齢，それから新しい技術を学び，素晴らしい業績を残した伊能忠敬には尊敬の
念しかない。自分にはそれほど大きな仕事はできないが，命ある限りこの世の中に貢献す
る姿勢を持ち続けたいものである。� （編集委員長）
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